
費用と時間 （特定原産地証明書 取得への流れ） 
 

EPAに基づく特定原産地証明書は、以下の流れに沿って手続きを進めます。自社がどのような立場で、

どのステップを踏んでいるかを把握することで、現在確認すべきことやこれから取り組む内容、必要期間

や経費面での不明な点をクリアにしておきましょう。 

 

【ステップ１】 輸出産品の HS コードの確認 

          ＊輸入者や通関業者を通じて確認 

 

【ステップ２】 特恵税率の有無、税率の確認 

 

 

【ステップ３】 各 EPAに定められた輸出産品に 

関する規則等の確認 

 

【ステップ４】 輸出産品に関する原産性の確認 

 

 

 

 

【ステップ５】 企業登録 （ステップ６・７を行う企業全て） 

         企業登録用ＵＲＬ 

         https://www.jcci.or.jp/gensanchi/registration.html 

 

【ステップ６】 原産品の判定依頼 （生産者 or 輸出者） 

①原産地規則の確認     （←ステップ３） 

②日本産根拠資料の作成  （←ステップ４） 

③WEB上から判定申請 

           （⇒承認後④「同意通知」で他社にデータ利用許可） 

 

【ステップ７】 特定原産地証明書の発給申請 （輸出者） 

※ワンシップメントの原則（船積毎に申請が必要） 

         ①インボイスを元に WEB上から発給申請 

 

【ステップ８】 ②承認後、証明書受取り 

受取方法：窓口 or郵送（※郵送費企業負担） 

支払方法：現金, 事前振込み 
or後日振込（※条件あり） 

事
前
調
査 

発
給
実
務 

必要期間（目安） 

書類提出から 7 営業日

以内に完了 

※謄本費用＋郵送代 

数日程度～ 

※但し輸出品目数が

多い程時間がかか

ります。 

・資料作成に数日程度 

・判定依頼は受理後３営業

日以内に承認 or 否決 

・I/V データを元に入力 

・発給申請は受理後２営業

日以内に承認 or 否決 

※発給手数料 

基本料金 2,000円 

＋品目数×500円 

（or 50円） 

※郵送費 

ﾚﾀｰﾊﾟｯｸﾌﾟﾗｽ利用 

520円 


